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近隣の水田は小区画が多い 

理も産直向け野菜栽培と同じぐらい楽しい。きれいに早

くがモットーで、地域の水田をきれいに耕うんしたり、

収穫し終えたときは気持ちがいい。」と、積極的に行っ

ており、作業受託の面積は年々増えています。特に、乾

燥・調製作業については、毎年約 90t を乾燥しており、

水稲の収穫期には、矢野家の所有するライスセンターに

かかりきりとなります。地域の兼業農家の人たちも「矢

野さんが作業を受けてくれるから水稲を続けられる」と話すそうです。  
 

 

 

数年前、経営主である父正彦さんが、その年の水稲の

収穫が終了した数日後に突然倒れ、何か月もの入院生活

を送ることになりました。そのとき、矢野さんは、水稲

作の担い手と産直向け野菜栽培の両方をやっている今

の体制を見直すときがきた、と強く感じました。幸い父

は回復し、農作業もできるようになりましたが、現在の

面積の作業受託を続けるには、野菜を辞めなければなら

ず、産直の野菜を選ぶならば、作業受託を辞めなければならないと思案しているところです。瀬

戸市に数戸しかない水稲作の担い手の矢野さんの選択は、市の農地問題にもつながるため、市が

運営している農業塾に担い手養成について相談するなどしており、これから具体的に動きたいと

話してくださいました。 

また、どちらを選ぶとしても労働力不足となることへの対策として、ＷＣＳ用稲の作付けを増

やしたり（収穫以降の作業は畜産農家が実施）、野菜の畑売り（収穫以降の作業は流通業者が担

い、収穫後は土地を戻してくれる）を実施するなど、様々に取組を進めています。岐路にいる矢

野さんを取り巻く環境を受け止めつつ、進むべき道を模索している姿が非常に印象的でした。 
 

 

 

「子供も含め、地域の人に農業を理解してもらえる環境で仕事ができるようになりたい。」と

話す矢野さんは、「楽農まつり」という収穫イベントに 10 年続けて協力するなど、農業を身近に

感じてもらい、また、自分が食べている農畜産物が農業によってもたらされていることを実感し

てもらう取組を様々に行っています。矢野さんの栽培するナス、サツマイモ、サトイモは市内の

学校給食に使われていることから、先日は小学３年生に出前授業を行い、「豚や牛だけでなく、

米や野菜についても、命をいただいている。」と伝えました。市街化が進み、日々の農作業が年々

しづらくなっている地域だからこそ、「一つの職業として農業を一般の人に認識してもらう必要

がある」と話してくださいました。 

現在は岐路に立っていますが、将来的には「オペレーターも野菜もできる法人を作りたい」と、

夢を力強く語ってくださいました。地域の変化に対応しながら、様々にチャレンジしている矢野

さん、きっとその夢を実現なさることと期待しています。 
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ＷＣＳ用稲の栽培状況 

今、岐路に立っている 

市街化が進む地域だからこそ理解促進が重要 
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